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首都圏の水循環をグリーンインフラから考える

「首都圏水循環グリーンインフラ」研究

　気候変動による水災害の激甚化に伴い、本年 4 月には流域治水
関連法が成立し、グリーンインフラ（GI）を活かした流域マネジメント
が一層重要となっている。本研究では、流域を構成する単位として
1/25,000 スケールの小流域に着目し、GI に関するデータベースの整
備、流域毎の GI の分析、およびポテンシャルの評価を行うことで、
首都圏の将来像としての「GI 戦略計画」を提示することを目的とした。
具体的には、流域、河川、地形、土地被覆（樹林地、農地等）、人口、
政策区域等のデータベースを整備した後、緑地の量（緑
被率）、土地の潜在的な条件（自然立地単位）、水循
環のポテンシャル（雨水浸透能、雨水貯留量、湧水）
など、様々な要素に基づくGI の分析を行った。
　小流域分析では、一級河川流域を含む関東地方の
流域は、およそ3,500 の小流域に区分され、うち近
郊整備地帯（首都圏整備法）では 883 の小流域が含
まれた（図）。近郊整備地帯の小流域を対象として GI
のポテンシャルを分析した結果、三浦半島や荒川中流

域沿川など、ポテンシャルの高い流域が抽出された一方で、都心部な
ど課題のある流域が抽出された。この結果に基づき、鶴見川流域を含
む多摩・三浦丘陵地域、および荒川中・下流域において、流域の類型
化を行い、GI 計画を提案した。本シンポジウムでは、これらの結果を
報告し、首都圏における GI の将来像について議論を深めていきたい。
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図：首都圏の一級河川流域と1/25,000スケールの小流域区分図
（国土数値情報データを使用し作成）

中央大学研究開発機構

石川 幹子

　近年、気候変動に伴い、世界的に水災害が激甚化している。人口
4,430 万人を擁する世界最大のメガロポリスである東京首都圏におい
ても、2019 年10 月の台風19 号では観測史上最大の降雨量を記録し、
「流域治水」の展開が国土マネジメントの基本に据えられるようになっ
た。「流域治水」の展開にあたっては、降雨を受け止める流域の土地利
用の制御及び雨水の浸透・貯留に資するグリーンインフラの戦略的保
全と創出が必須となる。
　本研究は、このような背景を踏まえて、人間活動を支える基盤であ
る「流域圏」に着目し、環境の持続的維持に向けた「社会的共通資本
であるグリーンインフラ」の構築に関する基礎的研究開発を行ってき
た。今回のシンポジウムは、その全容を発表するものであり、第一に
計画論の全体像（石川）、第二に首都圏流域圏データベースの構築（山
本）、第三に首都圏グリーンインフラ研究の政策的意義と活用手法（梛
野）について述べ、第四に将来における異なる政策シナリオの導入によ
る水循環の変化に関するシミュレーション分析を行い（田原）、多くの
人々が認識することの困難な近未来を、STI（Science, Technology, 
and Innovation）を通して予測し、SDGs に示す「持続的な都市・地
域の形成」に資することを目標とする。

　本研究の骨格となる「グリーンインフラ計画論」については、近代
都市計画における都市・地域計画の系譜をたどり、首都圏において
は 20 世紀を俯瞰し、水循環に関わる計画論が構築されてこなかった
ことを踏まえて、新たな計画論を、①枠組み：階層的計画論の導入、 
②ポテンシャル：自然立地単位の導入、③機能分析：雨水の浸透・貯留、
④文化：湧水を指標とする文化的景観、⑤政策論の 5つの軸から提示
し、グリーンインフラの構造を、コア・コリダー・マトリクスの概念で
提示する（下図参照）。
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